
平成29年度  
立川市図書館利用者アンケート調査の結果について 

1. 調査期間 平成29年10月11日（水）～11月12日（日） 
       回収は11月19日（日）まで 
2. 調査対象 利用者全体 
3. 調査方式 回答者自身が内容を記入する自記式アンケート 
       ・各図書館のカウンター等で配布し、記入後に利用者                   
        が館内の回収箱またはブックポストに投函 
4. 回収数  全館合計1,120部（詳細下表） 
5. 集計結果 別紙の通り（回答者特性のうち性別（男女別）につい  
       ては統計から除外） 

 立川市図書館では、平成32年度に図書館サービスの指針となるべき、第３次
図書館基本計画の策定を予定しておりますが、その参考とするために、来館者
の皆様にアンケート調査を実施いたしました。 
 調査にあたりましては、多くの方のご協力をいただき、ありがとうございま
した。ご協力いただきましたアンケート調査の結果について、次の通り概要が
まとまりましたのでお知らせいたします。 
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中央 柴崎 上砂 幸 西砂 多摩川 高松 錦 若葉 未回答 合計 

225 60 105 98 148 63 146 150 97 28 1,120 

＜館別アンケート調査数＞ 



１．回答者特性 

回答者の年齢 

 中央図書館は40～60代、地区館は60～70代の回答割合が高いことが分かります。 
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回答者の住所 

各館で多かった回答者の住所は次の通りです。 

中央図書館
市外＜相互利用市＞
（ 昭島・武蔵村山・東大和・
 国分寺・国立 ）

47人
（21.8%）

曙町
24人

（11.1%）

柴崎図書館 柴崎町
31人

（51.7%）
富士見町

15人
（25%）

上砂図書館 上砂町
44人

（41.9%）
砂川町

32人
（30.5%）

幸図書館 柏町
37人

（40.2%）
幸町

35人
（38.0%）

西砂図書館 一番町
70人

（50.4%）
西砂町

44人
（31.7%）

多摩川図書館 富士見町
53人

（88.3%）
昭島市

5人
（8.3%）

高松図書館 高松町
57人

（39.9%）
栄町

37人
（25.9%）

錦図書館 錦町
99人

（57.3%）
羽衣町

22人
（15.0%）

若葉図書館 若葉町
68人

（75.6%）
幸町

10人
（11.1%）

第二順位第一順位



回答者の職業 

 中央図書館は「会社員・公務員」が最も多く、続いて「職を持たない人」となって
います。 
 地区図書館では「専業主婦・主夫」が最も多く、差がなく「職を持たない人」、
「会社員・公務員」がこれに続きます。  

回答者のパソコン利用経験、図書館ホームページ利用経験 

 自宅や学校、職場などでパソコン・インターネットを「よく利用する」、「ときど
き利用する」利用者の合計は、中央図書館・地区図書館ともに７割を超えています。
その一方で、図書館ホームページについては「利用しない」利用者も多く、地区図書
館では４割近くにのぼっています。 
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当日の利用内容（複数回答）（中央図書館・地区図書館との比較） 
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 中央図書館、地区図書館ともに「本・雑誌・ＣＤ等を借りた」という回答が最も多く
なっています。 
 中央図書館と地区図書館を比較すると、「レファレンス室を利用した」、「館内の資
料で自分で調べものをした」など、調査に関する項目について、設備や蔵書の規模の違
いから、中央図書館の数値が高くなっています。 



分析 
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【調査期間及び部数】 
 平成29年10月11日～11月12日までの約１か月間、回収目標1,000部のところ1,120
部を回収し、統計データとして必要な部数を確保しました。（前回は991部） 
 
【回答者の住所】 
【当日の利用内容】 
 地区図書館では、回答者の大半が地域または近隣住民であり、主に「本の閲覧・
貸出」という図書館本来の基幹サービスを求めて来館しています。 
 これに対して、中央図書館では、相互利用を締結している市の住民が全体の２割
程度を占めており、地域（曙町）住民より多く来館されることから、市外、市内さ
まざまな地域の利用者が「本を借りる」だけでなく「調査・研究」などの場として
中央図書館を利用している実態が伺えます。 
 今後、交通の要衝である立川駅に近い中央図書館の立地条件、蔵書の規模等を勘
案しますと、周辺市からの利用者増が一層見込まれます。現在、隣接市である日野
市、小平市、福生市とも相互利用を締結する方向で進められており、更なる図書館

利用者の増加は、駅周辺のにぎわい創出に貢献するものと思われます。 



２．図書館の利用時間について 

図書館利用頻度 （2013年アンケートとの比較） 

 「週１～２回」「月数回」の利用者が合わせて８割以上を占めており、前回アンケー
ト実施時と比べて大きな変動は見られませんでした。 
 「はじめて」利用される方はごく少数で、継続して利用される人が多いことが分かり
ます。 
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＜2017＞ ＜2013＞ 

利用する曜日（中央図書館・地区図書館との比較） 

 「土・日」中心に利用する方よりも「曜日に関わらず」利用すると答えた方が多い傾
向が見られます。開館時間の延長（中央図書館は平成27年７月より平日午後７時から８
時まで延長、地区図書館は平成27年４月より全８館で平日午後７時まで開館）による利
便性の向上が利用者に浸透してきたといえます。 



利用する時間帯（中央図書館・地区図書館との比較） 

 中央図書館、地区図書館ともに「午後」利用する方が５割程度で最も多くなってい
ます。地区図書館も平日17時以降開館していることから、「昼休み」よりも「夜間」
の利用が増えています。 

 ※ 夜間…17時～19時（地区図書館） 
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 ※ 夜間…17時～20時（中央図書館） 

休館日数について （中央図書館・地区図書館との比較）  ※各休館日 
   中央図書館……月曜、第三木曜 
   地区図書館…..第二、第四月曜 

 中央図書館では３割程度、地区図書館では１割程度の利用者が現在の休館日数に「不
便を感じている」と回答しています。また、「今まで通りでよい」と回答しているの
は地区図書館では８割程度いますが、中央図書館は６割程度にとどまっています。 



開館・閉館時間について（中央図書館・地区図書館との比較） 

 中央図書館では約３割の利用者が「今まで通りでよい」と回答し、ついで「土
日・祝日の閉館を遅くしてほしい」、「平日の閉館を遅くしてほしい」という順と
なっています。 
 地区図書館では中央館に比べ「今まで通りでよい」という回答が５割を超してお
り、現行の運営体制にほぼ満足しているといえます。 
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【利用頻度】 
 前回調査時に比べて、「毎日」利用しているという回答者は減少したものの、やは
り９割以上の回答者が「毎月」来館しているリピーターであることが伺えます。リ
ピーターが多い点では、安定した図書館運営を行っているといえますが、一方で普段
図書館を利用する機会のない方への取り組みがこれからの課題ともいえます。 
  
【休館日数】 
【開館時間】 
 特に、地区図書館について利用者の８割以上が休館日数に不便を感じていない点や、
開館・閉館時間について「今までどおりでよい」と回答した割合が中央図書館と比較
して高い点などは、地区図書館へ指定管理者制度を導入したことへの大きな成果とい
えます。 
 また、中央図書館、地区図書館総じて、現状に「満足」という回答が多くみられる
点は、リピーターの多さと合わせて、本市図書館の利便性の高さや、利用者ニーズへ
の取り組みが浸透していることが分かります。 
 今後は、中央図書館の「満足度」が地区図書館と比べ相対的に低い要因となってい
る、休館日数の削減と、開館・閉館時間の拡大へどう対応していくかが課題となって
います。 
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分析 



３．図書館の資料・サービスについて 

図書館利用の目的（複数回答）（中央図書館・地区図書館との比較） 

 中央図書館では地区図書館と比較して「自分の仕事や研究のため」、「教養を得た
り社会の出来事を知るため」の割合が高い反面、地区図書館では中央図書館と比較し
て「趣味・娯楽」、「本を読むのが好きだから」の割合が高くなっています。 
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資料を探すとき、まずどうするか（中央図書館・地区図書館との比較） 

 中央図書館では「利用者用検索パソコンで探す」「自宅でインターネット検索をす
る」「書棚を見る」がそれぞれ３割程度でほぼ同程度ですが、地区図書館では「書棚
を見る」が４割以上を占めており、まず館内蔵書資料を閲覧することが分かります。 



充実してほしい資料・情報（複数回答） 

 「趣味・娯楽書」、「文庫・新書」の要望が１割を超え、「雑誌」、「文芸書」、
「実用書」、「ＣＤ」がそれに続きます。近年、拡がりを見せている電子書籍につい
ては、要望としては多くはありません。 
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充実してほしいサービス（複数回答） 

 「本の紹介、読書相談」が最も多く、２割程度となっています。次いで「無回
答」が多く、「学習スペースの提供」、「インターネット利用サービス」、「児童
サービス」が１割を超える回答となっています。 



職員について（中央図書館・地区図書館との比較） 

【相談・質問のしやすさ】 
  「満足」「やや満足」の合計が、中央図書館で７割程度、地区図書館で８割程度    
 と高い水準となっています。ただし、中央図書館については「不満」、「やや不  
 満」の合計が１割程度あり、地区図書館に比べると若干高い数値となっています。 
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【案内・説明のわかりやすさ】 

  全体的な傾向は、先の「相談・質問のしやすさ」の数値と同様の傾向を示してい   

 ます。 



【知識の豊富さ】 
  地区図書館については「満足」、「やや満足」が5割を超えています。一方、中央
図書館では「満足」、「やや満足」が５割を下回り、その分「不満」、「やや不
満」が増えています。 

  なお全館的に「わからない」の回答が多い点も特徴的です。 

レファレンスサービスが役に立ったことがあるか 
                  （中央図書館・地区図書館2013年アンケートとの比較） 

 中央図書館・地区図書館ともに、レファレンスサービスが役に立ったことが「よく
ある」、「ときどきある」を合わせると、前回よりも増加しています。 

 なお、中央図書館・地区図書館とも４割程度の利用者が「レファレンスサービスを
利用したことがない」と回答しています。 
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【資料を探すとき】 

 地区図書館では、「本を借りる」という利用形態が主流のため、資料探しは「書棚を
見る」という回答が全体の４割を越えています。 

 対して、中央図書館での資料探しの方法は、「書棚」、「検索機」、「インターネッ
ト」がそれぞれ４分の１程度でほぼ均等となっており、中央館の利用目的が「本を借り
る」以外に「調べ物」、「学習」など多岐にわたっている点が伺えます。 

  

【充実してほしいサービス】 

 「本の紹介、読書相談」が依然として高いものの、「インターネットサービス」、
「学習スペース」という回答も比較的高く、図書館に「本を読む」以外の「調査・研究
の場」としての機能を求める利用者がかなりの割合を占めてきている点がここでも伺え
ます。その中で、本市図書館に設置していない「学習スペース」に対する要望が高いと
いうことは、今後その需要はいっそう増してくるものと想定されます。これからは、
「滞在型」図書館という視点で利用者ニーズにどう応えていくかが課題といえます。 

  

【職員について】 

 全体的に７割前後の利用者が図書館職員の対応に満足しているものの、「知識の豊富
さ」という点で、中央図書館の職員には多種・多様な要望に応えていくことが求められ
ていることから、より一層スキルアップが望まれます。 
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分析 



４．読書習慣について 

直近 １ヶ月間の読書量（マンガを除く） 

  図書館利用者へのアンケートということもあり不読者率は非常に低く、「１冊でも

本を読んだ人」は９割を超えています。 
 さらに５人に１人が「11～20冊」「21冊以上」と多読の回答をしています。 
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子どもの読書習慣を育むには（複数回答） 

「家庭での読書の習慣」が必要だと答えた方が３割を超えており、他の項目と比べて
も明らかに多くなっています。また「その他」、「無回答」を除く、それ以外の項目
についても、どれも１割を超えています。 
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【読書量】 
 通常の読書アンケートに比べ、図書館という場所柄、月に１冊でも読書をする方の割
合は全体の９割以上と極めて高い結果となっています。図書館を普段利用しない方に、
図書館に足を運んでもらう機会を創出していくことで、読書習慣のきっかけとなること
を示しています。 
  
【子どもの読書習慣】 
 複数回答ではあるものの、家庭環境が子どもの読書習慣づくりに重要な役割を果たす
という意見が非常に多いことが伺えます。図書館としても、家庭での読書習慣の大切さ
を積極的にわかりやすく伝えていくことが重要であると考えています。 
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